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本誌 8月号の特集は，岡山済生会総合病院整形外科

今谷潤也先生の企画による ｢Complex elbow instability

の治療の現状」である。緻密な洞察と鋭い分析眼に定

評のある今谷先生らしく，解剖や生体力学の詳細な解

説に多くのスペースを割き，更に手術アプローチも詳

しく解説した上で，この難解な障害に対する専門家間

における病態認識の微妙な差異や，その結果として生

ずる治療戦略の違いも見事に炙り出しており，極めて

読み応えのある特集記事となっている。

しかし，このタイトルを目にした際，おそらく大半

の整形外科医は�elbow instability�という一般には馴

染みのない呼称に多少戸惑い，更に complex とはいか

なる状態かと訝しく感じるのではなかろうか。そもそ

も肘不安定性の研究史は極めてユニークかつ意外なも

のである。肘関節は内外側に主要靱帯構造を有し，そ

れぞれがかなり複雑な構造をしている。靱帯とは骨と

骨を直接つなぐ支持組織の総称であるが，起始・停止

が明瞭な内側側副靱帯に対し，外側側副靱帯はその大

半が輪状靱帯に停止する非定型的な構造を取り，この

ため歴史的には内側を主要な安定化機構とみなす傾向

にあり，それまでの多くのバイオメカニクス研究もこの

考えを概ね支持していた。そんな中，1991 年にMayo

Clinic の OʼDriscoll により習慣性肘関節亜脱臼・脱臼

の大半は後外側回旋不安定性の形をとり，原因は外側

側副靱帯，より具体的には尺骨に直接停止する成分の

破綻にあるとの報告がなされ，それを引き金に外傷後

の肘不安定症の病態に関する大論争が学会内に巻き起

こった。OʼDriscoll により指摘された靱帯構造は極め

て不明瞭かつ菲薄なものであり，解剖でも存在を確認

できないケースが多数存在したため，彼の説が広く受

け入れられるまでにそれなりの時間を要した。そんな

中 Massachusetts General Hospital の Ring により

2001 年には terrible triad injury と命名された極めて

不安定な肘脱臼骨折パターンが報告され，主要靱帯の

停止部である coronoid fracture の治療上の重要性が

俄かに注目されることになった。しかし，症例が集積

されるに従い実際の terrible triad injury にみられる

coronoid fracture はバイオメカニクス研究から不安定

性には寄与しないとされる比較的小規模なものが大半

を占めることが明らかとなり，complex elbow insta-

bility の病態に関する議論は再び混沌としてきてい

る。この特集では多くの読者に elbow instability の研

究に携わる研究者の熱気もぜひ感じ取ってほしい。

最後に，今後の本誌『整形・災害外科』の編集に大

きな変化をもたらすであろう 2つの出来事を読者の皆

様にお知らせしたい。一つ目は，かねてより希望の多

かったオンライン投稿システムがついに本誌でも導入

されたことである。これにより論文投稿への心的ハー

ドルが少しなりとも下がったものと確信している。従

来の郵送での投稿受付も行っているので，ご事情に合

わせ，いずれかの方法を選択いただければ幸いである。

二つ目は，九州大学の中島康晴先生が本誌の編集主

幹に新たに加わったことである。本年 3月に飯田寛和

教授が編集主幹を満期退任され，股関節分野の人材確

保が望まれていた。中島先生は昨年 10 月に九州大学

整形外科第 7代教授に就任され，今後本邦の股関節外

科を背負って立つ若きリーダーであり，きっと本誌を

更に発展させ，また，新たな可能性も引き出していた

だけるものと大いに期待している。

（平田 仁）
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